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熊本県土木部建築住宅局建築課

建築物環境配慮計画書（CASBEE 熊本）作成上の留意点

【CASBEE 熊本】

① 概要入力欄「建物名称」の記載について

→建物名称が「工事名」となっていることが多いため、必ず「建物名」にしてください。

② 概要入力欄「各面積」の記載について

→各面積記載欄の数値が設計図書の数値と整合性が取れない場合があるため、提出時には

必ず最終図書の各面積を確認してください。

③ 「環境設計の配慮事項」の記載について

→環境設計の配慮事項の記載は必須事項です。各項目において、軽微な取組みであっても

必ず何かしらの配慮事項を記載してください。

① 建物名称の記載

必ず「建物名」を記載してください。

② 各面積の記載

最終図書の面積との整合性を確認してください。

③ 環境設計の配慮事項の記載

各項目において何かしらの配慮事項を必ず

記載してください。未記載不可。



④ 設計仕様確認支援ツール（確認表）の整合性について

→「評価点」と「配慮項目の設計概要欄の記載事項」との整合が取れないケースがあるため、

提出時には評価の整合性の確認をしてください。

⑤ 設計仕様確認支援ツール（確認表）の添付図書欄の記載について

→本ツールは評価事項が適正であるか審査を行う上で確認をとるために作成を求めております。

ツール内の「配慮項目の設計概要を確認するための添付図書」欄の記載を基に提出図書を

確認いたしますので、「提出区分」が必須（◎、★）である場合は図書名称、図面番号、根拠資

料等の詳細を必ず記載してください。なお、任意（▲）である場合であっても評価に基づく図書、

資料があれば記載してください。

また、添付図書の提出が必須となる図書及び根拠資料の提出漏れ多く見受けられますので

提出時は確認をお願いします。

◎：設計概要が記載された図書の提出が必須である項目（添付必須）

★：添付図書の高得点（３点超）となる項目（添付必須）

▲：評価時に仕様確定が困難であり想定により評価する項目（添付任意）

⑤ 環境設計の配慮事項の記載

確認図書の添付が必須である場合は「図書名称」、「図面番号」、「根拠資料」等を必ず記載し

てください。なお、任意である場合でも評価に基づく、図書、資料があれば記載してください。

また、添付必須となる図書及び根拠資料の提出漏れ多く見受けらますので提出時は最終確

認をお願いします。

※提出区分◎、★の場合は必ず記載する

④ 評価点と配慮事項の設計概要との整合性

評価点と概要欄の記載事項との整合が取れないケースがあるため、

提出時には整合性の確認をしてください。


